このたびは本品をお買いあげいただきましてまことにありがとラございます。 

■ごまミる刖し必ずこの「取扱説明書」をよくお読みいただき、正しく使用 

この「取扱説明書」は、保罰書と共に大切に保管しておいてください。 

■同捆のアフターヴービス登録力ードはおずご投函ください。 


A 危陵 


ガソリン使用禁止 


KEROSENE ONLY 


X 日 8-2 


株式会社 


告 — 

感 

換気お黃 

1時間に1〜2回 

良プレ-巧蝴 

主意 

頸•す嫩 r 藏用厳禁 


7803001921 


TOYOTOMI 

F ゴストス 


型 


式 


LC'L347 


エル シー エル 


石油ファンヒーター 


強制通気お開放式ち油ストーブ 


347 ■< 

由スト-ブ 


取扱説明書 た 


点横•手入クアフターヴービス 


お使いにな 





ち < じ 


ををのために必ずお守りください . 1 〜 4 

使用ずる場所 . 已 

各部のなまえ . 己〜 7 

I 外観図 1 . 5 

隔睛 r 赢旨廊なまえと夜口かた、「点四」.「点滅」の意兩 . る〜1 

お使いになる前の準備 . 8〜] 3 

I 襲晶"と-同栖 晶を敢 り 由なす ] . 8 

[丽にっしで1 . 8〜9 

[ MSCD しかた I . 10〜11 

r 点乂刖の準備 I .] 呂〜13 

使いかた . 14-20 

ssum ] .] 4 

極 河犬態1 . 15 

I 室湿の調節(達!!中に しかで さま せん） 1 . 16 

「灯 沾を-ブ誦 . 16 

イ々 こ霍最をしかた <:夕 使 用して廳房を始めたいとき刀 . 17〜18 

夕こ蓮転な)辭除の G かた1 . 18 

r 岁イマー運転か迂意事項 1 . 18 

颗の[祝 . 19 

消火後 再 点火するとをの注意 I . 19 

消し忘れ消火装置面夜いか た I . 19 

rw =~ ニクヴ燃焼表示1 . 20 

I 換気 注意表示か頁方乃 司 . 20 

チャイルド己ックの使いか;讶 . 20 

まを装置 . 21 

点検-手入れ . 22〜24 

故障.異常の見分けかたと処置のしかた .25-26 

I 異常あお 知 らちてデ'ジ歹 JU 素示の臭 r かた 1] . 25 

I 故障かなと思ったとさに1 . 26 

部品交換のしかた . 27 

[部品交換のとをのを意1 . 27 

保管のしかた(長期間使用しない場台） . 27 

廃棄するとき . 27 

イ±様 . 28 

アフターサービス . 29 

I 保証について1 -- . 29 

I 補修用性能部品につい rl . 29 

1転居される場含 1 . 29 












































安全のために必ずお守りください 

で熙'類蘇日豐说冷危害と財産への損害を未然に防ざ、製品を安をに正しく使用ずるために、必ずぉ巧り 

>ここに示した表示は、誤つた使いかたをしたときに生じる危書や損害の程度をホの 表示で灰ん、し記日日 I ，てぃホホ 


—旣;日月乂中の I お願い」爭おは、ホ概を誤0なぐ正し<お使いいただ<ための内容び記載されています。 




A を険 (DANGER) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死 t 、 重傷を負ラ危険、ま 
たは乂災の危険が差し迫って生じることが想定される内容を示しています。 

么警告 (WARNING) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死こ、重傷を負 
ラ可能性、または火災の可能性び想定される内容を示しています。 

A 注意 (CAUTION) 

この表 7 IT を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負う可能 
性や物的損害の発生び想定される内容を示しています。 


•お守りいただく巧容を、次の絵表示で区分しています。 


0 ® ® ® 

この給表示は、「禁止」されている内容です。 

A 

この絵表示は、「ま意」していただ < 内容です。 

〇を轉 

この絵表示は、必ずしていただく「指お」内容です。 


A を険 （ DANGER) ~ 1 

L ★ガソリン使用禁止 j ^ 

造識雜鑑 S 旨織严、でくださぃ。 媛 

順 

圆 

A 警告 （ WARNING) n 

1★スプレー吿厳禁！ の 

スプレー吿やカセットこんろ巧ボンベなどを、ス1ブの前面や温風のあたるとこ cC 
ろに放置しないでください。 嗦 

熱であの圧力び上びり、擺発し、盾険です。 1 

P 0 

if 禁止 

み醇気必寧 J 

• 換気はずに使用しつづけないで < ださい。酸素び不足すると、不完全燃焼し、一 巧 = 

酸化炭素などび発生して中毒になるおそれびあります。 ]r 

• 使用中は必ず1時間に1〜2回 （1 〜2分)換気して、新辭な空気を補給してくださ ノレ 
し、（窓の凍結、地下室など)換気び充分におこなえない場所では、使用しない/ た 
でください。 

1 

圆 

1★温風唆出旦（ルーパー）をふさがない」 の 

巧類、祇などで溫風吹出口（ルーバー）や燃焼ま気取入ち(給気フィルター）や温 &が 
風空気取入□をふさびないでくだごい。 

衣類、紙などでみさぐと、異常燃焼や乂がの原因になります。 


[が類毎乾輝厳 氧 下 

巧類などの乾燥には使巧しないでください。 

落下した衣類に火びつさ、火災の原因になります。 ^ ^ 

幽 

★寝るとを消火 

霸識 & 願基'!繳豁しり戴肖ぇてし、ることを 確認して ください。^^ 

〇 

消乂 

吐可燃性ガス使用厳禁 

ストーブを使用している部屋で、可燃性ガスが発生するわの（ガソリン、ベンジン、 

シンナ ー) 、 スプレーを使用しないでください。 U 

、 火災や故障の原因になりまず。 1 



i 


お使いになる前に 













ち全のために必ずお守りください 


A 注意 （ CAUTION) 


カーテン、可燃物 近接禁止 I 

カーテンや燃えやすいもののそばなどでは使用しないでください。 
毛布やふとんなどを近くに置かないで < ださい。 

火災び発生するおそれびあります。 


★給油時消乂] 


給油は、必ず消乂して、本体温度び充分下びってから、火の気のないところでおこ 
なつて < ださい。 

火災のおそれびあります。 



★居室内給油禁止 


給油は、必ず乂の気のないところでおこなってくださし、。 
火災のおそれびあります。 


-★油漏れ確認 


給油□口金は確実に締めてください。 

給油□口金を下にして、油漏れびないことを確かめて < ださい。 

給油ロロ金を斜めに締めたりすると、簡単に給油ロロ金びはずれて、义災のおそ 
れびあ0ます。 

• 油び漏れる状態で使用しないで < ださい。乂災のおそれびあ0ます。 



★ほこりの除去 


燃焼空気取入□(給気フィルター）や溫風空気取入□は、週1回 L ソ上必 
ず掃除してください。 

ごみ、ほこりなどで燃焼空気取入 □ (給気フィルター）や遍風空気取入 
□びつまると、異常燃焼のおそれがあります。 



〇 

確認 


〇 


避驚5;瞬ち（梨契^ ィ f レち与指示 


異常時使用禁止 I 

におい、すすの発生、がの色など異常を感じたときは使用しないでください。 

運転スイッチを押して「切」にして < ださい。 

異常燃焼のおそれがあります。 

• 万ーストーブか6火び出たり、床などに乂びついたときは、あわてずに消火器で 

_消火して<ださい。 ^ ^ 

み溫風に直接あたらない] 

温風に直接長時間あたったり、ストーブの前に長時間い続けないで < ださい。低温 
やけどや脱水症状になるおそれびあります。 

温風を直接吸い込まないで < ださい。気分び悪くなることがあります。 



★移動•運搬ずるとをの注意 


ストーブはひさずらないで < ださい。床面、じゅラたんなどを傷つけたり、本体底 
面の塗料びはびれて、さびの原因になるおそれびあります。 

ストーブを移動する時は、必ず消乂し、油タンクを抜いて傾けないように静かに 
移動してください。油び漏れた0、火災になるおそれびありまず。 

修理•弓鹏しなどストーブを運搬される閒ホ、必ず油タンク、油受けざ5の灯油 
を巧いてください。丹油びこぼれ周囲を巧すおそれびあります。 


女高温部接触禁止 


燃焼中や消火直後は、高温部、温風吹出口（ルーバー）に手などみれないでくださ 
い。 

やけどのおそれびあります。 



〇 

指示 

接触禁止 


★指や異物を入れない 


湿風吹出口（ルーバー）やストーブ巧部に指や異物を入れないで < ださい。 
けびや火災のおそれびあります。 




















議醇修 j 里 ^ n ； 蹲亟 

故障、破損したら、使巧しないで <ださい。 

ストーブは絶対に改造して使用しないで < ださい。 

不完全な修理や改造は危険です。 

皮属賣阔軍ミで唔を t と 

長期間使用しないとき、または保管するとをは、おずな油をおさ電源プラグをコン 
セントから抜いてくだごい。 

傾けたり、横倒しのげ態では保管しないで < ださい。 

抜を取れなかった阿油び漏れたり、火ぶのおそれびあります。 

码病下 

電源コ ー R こ無理な力を加えたり、傷付けたり束ねたり、物をのせたり加工しない 
で < ださい。 

また、電源フラグを抜くときは、コードを持って引き抜かないでください。 

驅源コードび破損し、乂がや感電の原因にな0ます6 

丰覇 JIMM [兩ラ訪^^~ 

長期間使用しないとさは電源プラグをコンセントから抜し下てミだ舌し、 "7 
火災や予想しない事故の原因となります。 

岳電漏ララグは確実に差し込预 

電源プラグはコンセントに根元まで確実に差し込んでください。 
f また、傷んだフラグやゆるんだコンセントは使用しないでください。、 

\ 乂災の原因になります。 ) 

めれた手での抜さ差しはしないで < ださい。 

感電の原因になります。 

[★電磊ラ号グのお手入れをずる 1 

とをどきは電源プラグを抜き、ほこり(及び金属物）を除去してください。 

(ほこりや異物びたまると湿気などで絶織不尉こなり）火災の原因になります。 

戊お字霉'やお年寄0の写使用にま意 1 

お子様やお年寄0、体のご不自由な方がお使いになる場合は、やけどや、部屋の換 
気などについて、周囲の人び充分に注意して < ださい。 

み腰をかけたり哟をのせない I 

ストーフの上にのったり、腰をかけたりしないでください。 

ストーブの故障や、やけどのおそれびあ0ます。 

ストーブの上になびんや、水を入れたものなどを置かないでください。 

水びかかると漏電や故障のおそれびあ0ます。 


★廃棄すると君 


ストーブを廃棄姐分するときは、必ず油タンク、油受けざら內の灯油を抜き取って 
ください。 （24 ページ参照） 

灯油び入ったまま廃棄すると U サイクルの隙思わめ事故び発生するおそれがあり 
ます。 


解禁止 

_確認 

云 

禁止 

電源プラグ SK 

〇 

_指示^ 

〇 

_指示 

0 

_禁止^ 

〇 


A ミ主意に AUTION) 


お使いになる前に 




を全のためにぶ、ずお守りください 



願い （ NOTICE) 


• ストーブ（石油フアンヒータ ー) で暖房する部屋では、シリ〕ーン配合製品仏ース•ク U — ム•液体スプレーな 
どの枝毛用へアート U —トメント類、つや出し剤や、防水スプレーなど）を使用しないでください。点义 S ス•途 
中消火などの故障の原因になります。 

画] 

• 灯油の廃棄処分は、巧油をお買いホめになった販売店にご相談 <だごい。 


次の場所では使用しをし A 

火災や予想できない事故や故障の原因になります。 

(； 水平でない場所、不を定な場雨） fli のあたる場所、^ 使 ii 止 

• 傾斜した場所や振動の激しし化ころでは、使用しな I jg 屋の 出入 □ (匡列り 

し、で < にさい。 . 風のあたるところでは使用しないでください。炎び 

対震自動消火装置び誤作動することびあります。 出て危険です。掃隙機の排 

• しっかりしたじょラぶな床面で使用してください。 気にも注意しださし k I — r-i 

• 毛足の長いじゅラたんの上では使用しないでください。 . 部屋の出' X □など人の通る / U - LJ . 

•不安定な台上で使用しないでください。転落する と r ろ人びぶっかったりっ 

おそれびあり危険です。_ まずく場 令 斤で使用すると、転 P 祭 

(瞬よ戸などスト-ブが El ねれる場雨 翼兰ミ謡ミ!^す獅起きる 

• 暖炉や押入れに入れての使用など、特殊な使い方 户 で一が尸* h か4口□ 品 

をしなぃでくださし、。火災の願にな城す。 げ女をを物をのせた棚なとの下) 

りや湿気のをい場所) -落下物にょ。 乂災が起きる ぉ柿びぁります。 • 

•空気を取り入れる燃焼空気取入口（給気フィルター） 射日光のあたる場所。 

や温風空気取入□び目づまり状態になり、異常燃焼 I 温度の高い場所 J 

ゃ異萬過熱を起こし、事柳こなる危険性び ぁります。•与常 M を-症ず忘それびあり^す。 

/揖.美容萨々1 J — 二、ゾグ店など'] • 油タンクの灯油びあふれ出て火災のおそれびあり 

L スプレーや化学薬品を使う場所 J _ 

• 達.美容属、ゾッキ、 i 装工場、電子部品組立工場、 f 可燃性ガスの発生ずる塌巧、 

繊維関係工場などでは使用しなし、でくださし、。 I またはたまる場戸斤 ) 

器具の故障や、腐食性ガスの発生により金属、鏡、 .- rii 云苗、レ<;<の言 rai - かド;；^- 

ガラスなどを傷める原因となります。 嫌発で人义嘿四 I し W 原ず。 _ 

• 石油ファンヒーターで暖房する部屋ではシリ〕ーン f 温室•飼育室な戶人のいない揚戸斤^ 

を配含した枝毛用〕-卜液やへア - H 」- 卜;><ント很 V 哩色だ J 曰き_哇<^ 八 のしホレ 领 i 心 

毛用）は点火 S スや、途中消火など故障の原因にな • 予測でさない事故れ発生するおそれかあじまず。 

りまずので使用しないでください。 

G 高地 （1 30日 mliLb の場所)） 

• 酸素濃度び薄いので不完全燃焼します。 

• 800〜 ISOOm では調整び必要ですので販売店までお問い合わせください。 • け呜!リ 


0 

使用禁止 


0 

使用禁止 


ストーブ上方の棚などとの距離は必ず1 m な上あけて < ださい。 
上方の棚などからの落下物びないよラにしてください。 

特に、カーテンなどびストーブにみれないよラにしてください。 
家具などからは充分な距離をとって < ださい。 

(熱で変形や変色、自然発火することびあります。） 


★シリコーン配含製品を使用しない 


4 























★効果的に使用ずるたあた 


溫風の循環を妨げるものびない場所に設置してください< 
外気に接する窓の下や壁面に設置すると効果的です。 




お使 S になる^刖に 











消臭点乂 • 時間延長 • 給油延長ボタン 


• 燃焼中に押したとさか6、再度3時間 
の燃焼継続び可能になりまず。 

19ページ 
参照 

• タイマー燃焼か5、通常運転に切り替 
えるとさに押します。 

18ページ 
参照 

• 給油延長運転をするとさに押します。 

11ぺージ 
参照 

• 消臭点火をするとをに押します。 

• 消臭点火を解隙するとをに巧します。 

1 

14ぺージ 
参照 




6 


タイマーボタン 


タイマー運転をおこなラとさに使 
レます。 

] 7、18ページ参照 


運転スイッチ 


• 一度巧すと 「入—」 

• をラー度押ずと「切里」 
になります。 

14、17、18、1目ページ参照 


運転を;/三 

•点滅…そ熱中 
• 点'な…運転中 

14ページ参照 


タイマーランプ 

なな 

• タイマー運転待機中 
• タイマー運転中の1時間 
• タイマー運転終了時 

。化-表示中) 

占 破 

• タイマー時刻を設定中 
17、18ぺージ参照 


韻談 


0 巧规 。 C 


温度/ 時刻合わせ ボタン 

室温の設定、時刻の設定に使います。 
• 室温設定の場合 
設定温度をお好みの温度にするこ 
とがでをまず。 

おるいはのボタンを押し 
て合わせてください。 

• 時刻設定の場合 

あるいは^のボタンを押し 
て含ねせて <ださい。 

13、16、17ページ参照 


な油 セー ブ ボタン 

な油セーブ運転の設定， 
辭除をおこないまず。 

1目ページ参照 


チャイルドロックポタン 

設定•解除をする場含は 
3砂じ(上巧します。 

2日ぺージ参照 


操作部•表示部のなまえと使いかた、「点打」 • 「点滅」の意味 


各部のなまえ 


運転スイッチ 運転スイッチ 

「入」 员 J 




























r CL ： Q5 I 

L 結 ■ 


■故障•異常により自動消义したときの 
表示（エラー表示） 

自己診断機能により、故障時には f - 打 
〜 f - 弓を表おし妻す。 



■クリーニング燃焼表示 

クリーニング燃焼の残り時間を表示します。 


■3 時間 燃焼 終了時の表示 
「 3 f / r 」 を表示します。 


■給油に関ずる残り 燃焼 時間 

残り時間を表おしまず。 

※油切れ時は「 ---- 」を表示します。 


■タイマー 運転時刻表示 

タイマー時刻表況ま「点滅」します。 
※タイマー運転終了時は「 !Hr j を表 
のします。 


デジタル表示部 

(消臭点义が解除されている場合は 
- Ji 表おは消な していまず。）_ 

■ご曰 ザ气 を 

設定温度…6む〜28むまで設定温度を 
選択でをます。 

室内温度…〇で〜3ど C まで表示します。 



■現在時刻表示 
現在の時刻を表示します。 



給油) 表示_ 

巧表示が点灯 

油タンクの灯油がかな 
くなって消火する1日分前。 
「ピー」音が鳴り、残り燃 
焼時間(分)を表示します。 

[こ)表示が点滅(運酷中） 

給油延長ボタンを押し、 
給油延長（最大約9日分 
延長)運転中を表示しま 
ず。 

。表示び点滅（運転停止） 
油がな < なり自動消火し 
ました。 

油切れ時は「----」 
表示となりまず。 

11ページ参照 


設皆豆硬?證鳴 




〇こ表示 

点な…室内温度び 
設定されて 
います。 

点滅…室内温度を 
_設定中。 

1目ページ参照 


1 

田1(チャイルド□ック) 表示 、 


点灯… チサイルド□ツク作動 中 
消灯… チャイルド□ック解隙 


20ぺージ参照 よ 



liS け了油 ト ブ) 表示 


点な…灯油セーブ運転中 

消な…灯油セーブ運転び解除されています< 


16ぺージ参照 


ィ皆(換気)表示 

点滅（運転停止） 

室内の空気が、酸素不 
足状態です。 

• 窓やドアを開けて充 
分に部屋の撰気をし 
て < ださい。 

• 換気ランプにたよ5 
ず]時間に]〜2回は 
必ず部屋の換気をし 
て < ださい。 

20ぺージ参照 


遵皇表示 


点灯…消臭点火に設定 
されています。 
点滅…消臭機能作動中。 
消な…消臭点火び辭除 
されています。 

14ぺージ参照 


お使いになる前に 
























お使いになる前の準備 


製品と同姻品を取り出します 


♦包装箱からすべての捆包材を取り除を、製品に傷をつけないよ 
ラに取り出してください。 

同時に取扱説明書ち取り出してください。 

•詳しくは、包装箱上面に表示してある「包装の内容」を参照して 
<ださい。 

♦包装箱や捆包材は保管するとさにご利用ください。 



な油について 


(1) 燃料は打油 ( J 旧1号な油)を必ず使用してください。 

@変質な油、不純な油は、絶巧に使用しないでください。 


/ j \ を険 


1★ガソリン使用禁止 I 

ガソ1」ンなど揮発性の高い油は、絶対に 
使巧しないでください。少量の混入でち、 
火災の原因になりまず。 



♦変質な油、不純の■油（丹油切がの油•水-ごみび混 
入したの油など）は、絶対に使用しないで<ださい。 
異常燃焼や故障の原因になりまず。 

♦助燃剤(添加物)は使用しないでください。 

異常燃焼を起こすおそれびあります。 

みな油の保管のしかた 

•灯油は必ず火気、 

雨水、ごみ、局温 
および直射曰光を 
避けた場所に保管 
して < ださい。 

♦打油容器内のな油 
がかないと温度変 
化により結露して 
水びたまることび 
あ0ます。 

♦灯油の容器は専用のされいな容器を使用して<ださ 
し、。また灯油容器は必ず J I S 認定品で色つをの口 
油専用容器を使用して < ださい。 

心 


0 



f 幻■油とガソリンの見分けかたのポイント 


指先に使用燃料をつけて息を吹さかけます 
(火の気のない所でおこなつてくだごい） 


〇 n 油 X ガソリン 



鼎れたままです。^ぐ乾いてしまいます cj 


良い保管 


直射曰光、雨水び当た 
らず、乂気のないを暗 
所へ保管 



圓 


悪い保管 


直射日光、雨水の当た 
るべランダなど、室が 
の保管 



















変質な油とは 


不純な独とは 


•古いな油。 （2 年！; Lb 越した 
灯油） 

♦長期間、曰光の当たる場所や 
温度の高い場所にイ呆管した灯 
油。 

•容器のふたび開けてあった0、 
乳白色の容器で保管した灯油 
は変質しやずい。 

変質のひどいちのは黄を味を 
おびたり、ずつぱいにおいび 
します。 


古い巧油は 
使わないで 


( 3 €) 


L I 

0 

使用禁止 


♦打油政がの油（ガソリン、 
シンナー、天ぷ6油、機 
碱油、重油など）びほん 
のかしでち混入した打油。 


♦水やごみび混 
入した巧油。 


口油 lu がの 
ミ由、水、ごみを 
. 入れないで 



0 

使用禁止 


変質な油の見分けかた コツプに水を入れ、次に巧油を入れて背後に白い紙をあてます。 


水:と同じ無色透明な5正常。 



かしでを色びついていた5 
使用しない。 



0 

使用禁止 


♦変質な油の見分けかたはたい 
へん難しいので、 メーカーの 
はっさりしない巧油は使用し 
ないで < ださい。 


® 変質な迪や不純な油を使用ず 
ると 

—- 

♦変質な油や不純灯油を使用しますと、バ 
ーナーに多量の夕ールびたま0、点乂し 
なくなったり、燃焼び悪くなったり、激 
しいにおいびしたりします。 

♦水の混入したな油を使用しますと、炎び 
ルさくなり火び消えてしまいます。 

又、油タンクにな油び残っているのに、 
「の」を表示することびあ b まず。 


@万一変質な油や不純な油を使 
つたときの処置のしかた 

( — — _ — — 、 

1 油タンク、油受け、油受けざ5巧の悪い 

灯油をおさ取り、良質のな油で内部を2 
〜3回洗ってか6ご使用ください。 

巧4ぺージ参照） 


2 悪い巧油を抜を取ってを効果のないとき 
は、販売店までお問い合わせください。 


-■お願い- 

変質灯油や不を屯灯独び原因でアフターサービスを依頼されたとをは、保証期間中でを有料修理とな 
0ます。 


お使いになる前に 






乃お使いになる前の準備 


給油のしかた 



給油は、必ず消火して、本体温度び充分下びってから、火の気の 

ナ广 [ 、>•，マスア、ち,マ十广つて / 1 ■•ご*:: VI 、 

A 

/ T \ 江 忌 

/みいこし〇し <D し/み〇し、/しとい0 

乂災のおそれびあります。 

消义 

ノ 


1油タンクを取り出ず。 

2給油ロロ金を左「〇」へ回して取 
りはずす。 


♦給油口□金をおりはずず前に、□金先端の弁 
部を巧ずと、給油□口金び開けやすくなりま 
す。 


3給油ずる。 

市販の給油ポンプの先端を止まるまで輕く差し 
込んで、油量計を見なび6給油して<ださい。 
〔ホースび振けないよラにを意しなび5給油し 
て < ださし、。） 

♦な油は油量計の上部(ち図給油位置 ♦) まで 
給油してください。 

入れ過ぎまずと、あみれ出ることびあ0ます 
ので巧分注意して給油して < ださい。 

4給油ロロ金を締める。 

給油口□金をち「〇」に回して確実に締めてく 
ださい。 

♦こぼれた灯油はよく拭き取ってください。 





5油漏れのないことを確認する。 

給油□□金を下にして油漏れのないことを確 
認してから、ス I ブに正しく静かにセット 
します。 

★油び漏れる状態で使用しないでください。 
火災のおそれびありまず。 


★給油口□金は、斜めに締めた D 、 締めつけび 
不完全でずと、油漏れによる火災の原因にな 
ります。また、違った給油ロロ金を取り付け 


ますと油び出な< な0ます。 


iiMi 





心 


〔本機の給油□□金) 









1 油タンクの'灯油が少、なくなると、「 0 」表示が r 点灯」し、 r ピ ー 」音び 
鳴り、デジタル表示部に残り燃焼時間（分）「！日」を表示しまず。 


♦運転スイッチを巧して消火してか5、給油してください。 

★給油しませんと、 2 分ごとに r ピー」音び鳴ります。約 1 日分後に「 5」 表示び「点滅」し、デジタル 
表示部の残り燃焼時間表示び「----」表示となり自動消火します。 

2給油延長運転をずるとを 

油タンクの灯油び少なくなり 「0」 表示び r 点な」 したときに、 「給油延長ボタン」 を押します。 

「0」 表示び r 点滅」 にかわり、給油延長運転を して 最大約 90 分間の燃焼継続をしまず。デジタル 
表示部の残り燃焼時間表お(分)び変わります。 

給油延長運転中、残り燃焼時間び1日分政下になると2分ごとに「ピー」音び鳴りまず。 

♦約9日分内に、運転スイッチを押して消火してから給油してください。 

★給油しませんと、 「 0」を表示し、デジタル表示部の残り燃焼時間表示び r ——」表おになり、 
自動消火します。 



ストーブを持ち運ぶとさは必ず消火をし、本体温度び充分下がって 
から、電源プラグをコンセントか5抜いて、油タンクを取り出して、 

スト-ブを傾けないよう静かに運んでください。な油びこぼれて乂ス y 
災になるおそれびあ0ます。 ism 


ま思 


お使いになる前に 











凄お使いになる前の準備 


点义前の準備 


水平の確認をずる。 


♦ストーブは振動のない、水平でしっかりした床面に設置してください。 ， 

ス I -ーブが、傾いてないか、不安定な状態になっていないか、必ず確かめてください。 

•ストーブを傾いた状態で使巧しますと、対震自動消火装置び誤作動することびあります。また、 
転倒しやすく、異常燃焼の原因になります。 


2電源プラグを電気のコンセント(家庭用 ACIOOV) 

に確実に差し込む。 loov^ * 

• r ピ-诣がします。 r ••••一 

•デジタル表示部に表示 I :け / 

が「点なルます。 心 寺 

( r 結」表示も「点灯」しまず。） \ 醒碼プが 

/-お願い- S 

★電源プラグを、絶対に、2日日ボルトのコンセントに善し込まないでください。 

感電■火災-故障の原因になります。 

★コンセントびゆるんでいたり、差し込みび不充分ですと、電源プラグび過熱し、熱変形すること 
がありまず。このよラなとさは、必ずお買い上げの販売店に修理を依頼してください。 

お部屋のコンセントを必ず修理して<ださい。 

女電源コードに傷を巧けたり、束ねたり、折ったり、重 
い物をのせたり、加工しないでください。感聖や火災 

の原因になりまず。 ^ 


★他の電気器具と同時に使用ずるとさは、ご家庭の安全 
器(ブレーカー)の容量をこえないよラにして < ださい。 



タコ足配線 
はを険 


★電源プラグを披くとをは、電源コードを引っ張って抜 
かないでください。離線、発熱、発火の原因になりま 
す。 


★熱に弱いじゅうたんや床の上で長時間使用すると、床 
面が変色したり、そり返ることびありますので、熱に 
強いマツトなどを敷いて<ださい。 



0 

禁止 

0 


A 







現在時刻を設定しまず。 


デジタル表示部 




鞭邹日 1 延長夕 —- 


di 現在時刻が午後7時10分の場合 
または^のボタンを一度巧ず。 

「ピー」音びして r —」表示び「点滅」します。 

屋)デジタル表示を見なび!5<^のボタンを巧して（弓に台わせる。 
屬)デジタル表示を見なが!5儘のポタンを押して（日に合わせる。 


• のボタンは、一度巧すごとに1時間または1分間ずつ進みます。押し続けまずと連続 

的に進みます。 

♦時刻含ねせをずる塌合は、デジタル表示部の時計表示び(■点滅」している間り日秒間)に.输 
のどちらかのボタンを巧してください。 

時刻含ねせびでをなかった塌合は、をラー度または^のボタンを巧してやり直してください。 

( Dr (弓把」表示び、「点 ミ 威」か5 r 点な」に変わり、設定が完了します。 

f -お願い- 

★ストーブの時刻表示び狂ったり、タイマー点乂時刻び狂ったりする場合は、電源プラグを一度振 
いて、ちラー度差し込み直して、時刻を設定し直してください。それでち直5ないときはお買い 
求めの販売店までお問い合わせください。 

★ストーブに初値て通電したとさや、停電禮や、電源プラグを抜 
いて再通電した場含、デジタル表おはち國のように r --:--」 表 
示が「点灯」しますので、現在の時刻を設定してください。 

( rm 」 表示わ「点な」します。） 

吊省電力機首引 



•デジタル表示部の時計表示は、5分間経過しますと、省電力機能が働いて、デジタル表示部が r 消な」 
して、電力の消費をおさえます。 （※チャイルド□ック設定になっている閒ま「巧」表示は「点讯した 
ままにな0ます。） 

時刻を確認したい場合は、操作部の r 運転スイッチ」ながのどれかのボタンを押すと表示します。 

「運転スイッチ」を押すと点火動作に入ります。（運転中及びタイマー待機中この機能は働さません。） 


















使いかた 

点乂（通常運転) 



※購入權初めてお使いになるとをや、電源プラグをおいた状態から再度お使いになるとさには、消臭点 
乂モードに設定されますので、最初か51"掌至」表示び r 点な」 します。 

「消臭点火」は、点火までの時間を約け日秒にして、予熱を充分におこない、点火時のにおいをかなく 
する点火方まです。 

①「運乾スイッチ」を押して r 入」にずる。 

♦「ピー」音がして r 運転ランプ」び r 点滅」します。 

♦デジタル表示部に設定温度と室内溫度を表示します。 

' ' ^ 

油タンクに'灯油があるのに 「 5 」 を表示している場含は、油受けを取り出し、ごみや水を捨て、口 
油で洗浄してください。 （24 ぺージ参照） 

^- - --- y 

( D 約150秒後に自動的に点乂し、「運転ランスが「点な」に変わりまず。 

♦ A イパワー運転 

運転中に室内温度び低下し(約10む]；|下)、設定温度との善び約日で政上になると、数分間、通常 
の最大暖房出力を約1096アップさせて自動運転します。 

「★酒臭点火解瞭话旬 

〇 「運転スイッチ」 び r 切」 のときに r 消臭点火ボタン」 を押す と、 「望 ミ」 表示び r 消灯 J して消臭点火モー 
ドが解除され、 点火までの時間び短かくなります。（約90秒） 

室内温度び日む政下の場をは、点火までの時間び約1日0秒のままでず。 

i -お願い-^ 

女初)めて運転するとさや、製品を移動させたり、激しい振動び加え5れたあとに運転するとを、白 
煙け了油の蒸気)や臭気び出ることびありまず。これは、移動、振動によりバーナー(燃焼部)内に 
落ちた余分な油が蒸発ずることによるちので、一度点乂し、余分な油びなくなれば白煙や臭気は 
なくなります。この様な場含は白煙、臭気びなくなるまでは(窓をあけるなど)換気をおこなって 
<ださい。 

★点火時にバーナー(燃焼部)内で、「ボッ」と言ラ音や「ゴーゴー」と言ラ音びしまず。これは点乂を 
確実にするためで異常ではありません。 

女点乂時にはかしにおいびあります。 

女燃焼中「チッチッチッ」と言ラよラな音びすることびありますび、電磁ポンプの音です。また、燃 
焼中に「ジユッジユッ」「シヤンシヤン」などの音びずる場合びありますび、これは丹油び蒸発する 
音です。異常ではおりません。 

■消し忘れによる、万一の事故を防ぐために、点火禮3時間で白動消火をしまず。燃焼を継続する 
場合は、消乂する前に r 時間延長ボタン J を巧してください。詳しくは1目ページを参照してくださ 
い。 







•炎び高 < 伸び、がを体が黄色。 
•「ピー」と言うような異寓音 
がする。 


•炎び黄色く燃焼音び大きい。 


(ここに表示した状態は r 強燃焼」の状態です) 


炎の状態 



•燃焼空気取入口（給気フィルター）を掃除する。 
•販売店にご相談ください。 












使いかた 


室温の調節（運転中にしかでをません) 


灯油 セーブ 
ボタン 


厂 






t 表示 


温度設定しない場合や停電や電源プラグを抜いた後、再運転ずる 
場合は、「？日 J (2 日で）び設定温度となりまず。 


デジタル表を部 
勤の姐セ-ブ） 


3 IT trto 
Cue ILK 

ミ肖！！ 


①^または^ポタンを一度巧ず。 

♦「ピー」音がして「と」表示び、 r 点规します。 

( D 温度を上げるとき。 

参デジタル表示を見なびらのボタンを押ず。 

③温度を下げるとき。 

♦デジタル表示を見なび5<^のボタンを巧す。 


•湿度設定をする場合は「 t 」表示び r 点滅」している間(約1日砂間）にボタンのどち5か 
を押して < ださい。 

設定でをなかった場合はもラー度押して、やり直してください。 

•設定温度は6で〜28に、窒遍表示は日で〜32でまで表示します。 

♦設定温度にコント□ールするため、目動的に(最大)「強」•忡」 • r 弱」 • r 微弱」-语か)！■ミ ニ 」運 
転をくり返します。 

♦一度温度設定しますと、その温度を記憶していますので変更をしない限り、「消义」後再運転ずる 
場合、同一設定温度になります。 


( -お願い- 

★室温び約18で政下のとさは r 微弱」または r ミニ i 燃焼しないことびありまず。 

★温度調節は温風空気取入□近くの温度を感知しておこないますので、ストーブの位置や部屋の大 
きさなどで、おずしを、デジタル表示部の室内温度表示と、室温とは一致しません。 


な油セーブ運乾 




•灯油セーブ運転は設定温度よりわ室温び約3む上昇しますと r 消乂」して無駄な暖房を抑えます。 
♦口油セーブ運転を辭除していない巧態で運転したとさに、室温び設定温度より3で政上高い場合 
は、運乾ランプは r 点な」しまずび運転はしません。 

また、室温び設定温度をしたまわると、自動的に离点火しまず。 

一 _ _一 _ _ _ 

or な油セーブボタン」を押しまず。 

♦「ピー」音がして「豆表示び r 点灯」し、セツトされまず。 

★解除する場合は再度「阿■油セーブボタン」を巧して < ださい。 

•「ピー」音びして「再 S 」 表示び r 消な」し、解除されます。 




















女タイマ—運転をずる場合は、13ぺージ I gj 見在時刻を設定します]に従って、時刻合わせをしてか5 
でないとタイマー運転でをません。 


S：30 


タイマーランプ- 




J 1 運転スイッチ 

—デジタル表示部 


di 午前6時30分に設定したいとき 
① r タイマーボタン」を巧ず。 

•「ピー」音びしてデジタル表示部び表示に変わり、 
「タイマーランスび r 点測しまず。 

( D デジタル表示を見なが5^のボタンを 
巧して6に含わせる。 

( D デジタル表示を見なびら^のボタンを 
巧して3日に含わせる。 



( Dr タイマーランプ」び r 点ミ威」している間に、 r 運転スイッチ」を押して 
「入」にずる。 

•約1日砂ほど経過すると、「タイマーランプ」び r 点な」し、デジタル表示は現在の時刻を表示してセ 
ットが完了します。 

★タイマー運転時刻を設定しないと、デジタル表示部に 「Er 〇「」び表示されます。 


♦通常、タイマー運転設定時刻の0分から巧分前に運転を開始しまず。 

このストーブのタイマー運転は、フアジーコント□ールで、お部屋の大ささとそのとをの室湿によ 
り自動的に運転時刻を決定し、設定時刻には、お部屋を暖かくしておきまず。 

♦タイマー運転時刻は、5分おさにしか設定でさません。 


♦ のボタンは、一度押ずごとに1時間または日分ずつ進みます。押し続けますと連続的 

に進みまず。 

•時刻合ねせをする場合は、「タイマーランプ」び 「点滅」 している間(約1日砂間）にのどち 
らかのボタンを押してください。 

♦設定できなかつた場合は、もう一度 r タイマーポタン」 を押してやり直してください。 


タイマー運転のしかた (タイマーを使用して暖房を始めたいとき) 






使いかた 


★タイマー運転は、一度タイマー運転時刻を設定ずれば、変更しない限り、 「タイマーボタン J を押 
して「タイマーランプ」の r 点滅」 中(約10砂間）に、 「運輯スイッチ」 を r 入」 にするだけで同一時刻で 
設定が完了します。 

★「運転スイッチ」 を押して 、 r 運転ランプ J び r 点滅」 しているときに、 「タイマーボタン」 を押すと、 
タイマーランプび点ミ威し、約10砂程経過すると r タイマーランプ」 び r 点な」 しセツトが完了します。 

女タイマー運転時刻を変更する場合は前記と同手順でおこなってください。 


_ タイマー運乾の解除のしかた _ 

タイマー運転操作をした後、タイマー運転時刻前にタイマー運転の解除あるいは通常運転をおこな 
いたい攝合。 

1「運転スイッチ J を巧して r 切」 にずる。 一 〔タイマー運転の解除〕 

2 「運転 スイッチ」 を再度押して 「入」 にする。一〔通常運転開始） 


タイマー運転の注意事項 


★タイマー運転をした場合、点火後約 1 時間後に自動的に消火し、 「タイマーランプ J び r 点 I 灯」 し、 
デジタル表お部の ri Hr 」 表示び r 点灯」 します。連続運転するときは、タイマー運転の点火後]時 
間切内に 「時間延長ボタン」 を押してください。 

♦残りの燃焼時間び、 ] 日分になるとデジタル表示部に数字での 、弓- と表示し、2分領こ「ピー」 
音でお知5せしまず。 

♦これは閉め切った部屋で長時間、換気せずに燃焼すると、空気不足で危険となるためで、手を触 
れない場合は、自動的に消火します。 

女通萬達転中に r タイマーポタン」 を押ずと、 r 消火」 して r タイマー運転! の待機状態になり、タイマ 
一運転時刻に自動的に点火します。 

(但し現在時刻を設定してか5でないと、「タイマー運転」の待機状態になりません。） 

★タイマー運転時刻の確認は、タイマー待機中または消火時に 「タイマーボタン J を押すと、10砂間 
表 7 K します。 

★タイマー運転操作後に停電びあったとをや、ストーブを揺らして巧震自動消乂裳置が作動したと 
き、電源プラグを抜いたときは点火しません。 

この場含は、再度13ぺージ巧" 南桂時 剔吉霞是亡 "ま-ず- 1を読んで、時刻含わせからおこなってく 
ださい。 
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臟編 i 


里皇表示 


一 運転スイッチ 
時間延長ボタン 


一一-- 一一でノ ノゾ ~ ■ デジタル表示部 

I_ す — 、 ' — r 

① r 運転 スイッチ」を巧して r 切」にする。 口 

•「ピー」音びしてデジタル表示部は現在の時刻を表示し、「道を」表おび r 点滅」して、消臭機能の作 
動中を表示します。 

♦消火後、約90砂間は対流用フアンは回転し続けまず。その後自動的に停止します。 

消乂時のま意-^ 

★(移動ずるとをなど)消乂後、対流巧フアンび止まるまで、電源プラグをコンセントか5抜かない 
でください。音び出たり、炎び出たり、ススび発生して再点乂後に安全装置び作動して エラー で 
停止することびありまず。（巧ぺージ I 異常のお巧5 g ( デジタ} レ養示ち貢かを) ] 参照） 
★緊急のとさを除いて、消乂は必ず「運転スイッチ」を使用して<ださし、。電暴テラグを抜いて消火 
__させないでください。 

I -お願い- ~ . 

★消火操作をしたときは r 運斬ランスの「消な」とバーナー内の火び消えることを確認してくださし、。 
★消火時にはバーナ ー( 燃焼部)内で「ボッ」と言う音や口ーゴー」と言う音びします。これは消乂を 
確実にずるためで異常ではありません。 

★消乂直後、温風空気取入口は高温になることびありまず。 

★点火してすぐに消火操作をしたとさ、さつい臭気び発生することびあります。点火後約20分はで 
をるだけ消火しないでください。 

★長期間留守にするとさは、必ず電源プラグをコンセントから振いておいてください。 


I _ 消乂後再点义ずるときの注意 

★消乂後すぐに再点乂すると、異常音び出ることがありまずので、しば！3く（約10分)待ってか5再点火 
して < ださい。 

★ス f ^ーブが暖かいラちに再点乂操作をしたとをの予熱時間は、約40秒でず。 


★消し忘れによる、万一の事故を防止するために、点火してわ、5 3 
時間燃焼が継続ずると、デジタル表示部に r 3 Hr 」を表示して、 
自動的に消义します。 

♦残りの燃焼時間び、1日分になるとデジタル表示部に数字で 
の、弓 ■ • J と表示します。 

♦この間、2分毎に r ピー」音でお知5せしまず。 

〇消乂ずる前に r 時間延長ボタン」を押ず。 

♦その時点から再度3時間の燃焼継続び可能になりまず。 

♦自動消火した場含は、 r 運転スイッチ」を押し直してくだをい。 


「 J Hr 

L _ m _I 








消乂のしかた 











点検-手入れ 


定期点検のおすすめ （2 シーズンに1回程度) 


長期間ご使用になりまずと、機器の点検が必要でず。機器の寿命をより長く、より良い燃焼で快適 
にま全にお使いいただくために、2シーズンに1回程度、シーズン終了後などに、お質い上げ店、 
交は修理資格者〔(財)曰本石油燃焼機器保守協会(化 03-3499-2928) でおこなう巧術管理講習食修了 
者(石油機器技術管理±)など〕のいる店、当社などに点検依頼されることをおすすめしまず。 


日常の点検•手入れ 


♦点検•手入れをずると去は、がずストーブを消火し、電源プラグをコンセントか5巧いて、本が 
温度が充分下がってからおこなってください。やけどや感電をずるおそれがありまず。 

•部品に触れるときや、内部を掃除すると刮ま、手をケガしないよラに、手袋釘まめておこなってください。 
♦本体をベンジン、シンナーなどでふかないでください。変色します。 

•電装品や燃焼部の取りはずし、分解はおこなわないでください。 


使用のたびに 


周囲の可燃物 ][ 油漏れ、油のたまり、油のにじみ 



ス I -ーブについたほこりやミちれは、掃除機で吸 
い取ったり固くしぼった讀れ雑巾などでみを取 
って < ださい。 

ミちれたままのご使用はを険のをとでずし、スト 
ーブのいたみを早めまず。 


•万一油漏れによって油のたまり、油にじみび生 
じているとさは、消火操作をし、原因をたしか 
め防漏処置をし、油漏れげなくなったことを確 
認してか5点火操作をしてください。 



1週間に1回上 


燃焼空気取入口（給気フィルター）の掃除 


♦本体背面にある燃焼空気取入□(給気フィルター)にごみやほこりび目づまりし 
ますと、燃焼用の空気量び減って点火時に白煙び出たり、燃焼中に不完全な燃 
焼となり炎び高く伸びたり「ピー」と言うよラな異常音びすることびあります。 
燃焼空気取入 □ (給気フイルター)に付いているほこりを、電気掃除機などで聴 
い取ってください。 



















時々、燃焼空気取入口(給気フィルター)をはずして掃除してください, 


燃焼空気取入□(給気フィルター)の目の中び 
つまっている場合がありますので、やわらか 
いブラシなどで、燃焼空気取入口（給気フィ 
ルター）の目のつま0を掃除してください。 
(光にかざして目づまりびされいになったか 
確認してください。） 

燃焼空気取入口 (給気フィルター ) の脱着は、 
つまみを持ちなび5矢印の方向に引っぱって 
取りはずします。また、取り付けは燃焼空気 
取入口 (給気フィルター)上部を相手側部品に 
引つかけたあと、つまみ部を巧し込みます。 



つまみ 


お願い 


★巧な どで ふくのはおやめください。かえって目づまりします。 

巧れが取れないとさは、洗剤で洗って、よく乾かしてか5ご使用ください, 
★取りはずしたときは必ず元どおりに取り付けてくださし、。 

(取りはずしたままでご使用されまずと、異常燃焼の原因になります。） 


__ _ 温風空気取入口の掃除 一- 

>本体背面にある温風空気取入□にごみやほこりび目ゴまりします 
と、温風用空気量び減って過熱防止装置びはた5いて消火します。 
対流用ファンび停止していることを確認してから温風空気取入 □ 
に付いているほこりを、電気掃隙磯などで暇い取ってください。 


1箇月に1回な上 



I 温風吹出口（ルーバ ー） の掃除(必 " i 琴察をはあえおとわなだをい ) j 

•温風吹出□(ルーパ'-)び巧れたり、ほこりび付着した場合は、電気掃除機や、固くしぼった姑れ雑巾 
などでふさ取ってください。 


お願い. 


このとさぶ、ずストーブを消火し、温風吹出□(ルーバ _) び冷えてか5おこなってください。 
やけどをするおそれびお0ます。 




点横•手入れ•アフタ—ヴービス 







点検-手入れ 


;_ _迪琴は補職_ 

>油受けは、な油は通しますび水は通しにくいフイルターででをています。 
油受けに水やごみがたまると、油タンクに口油びあるのに、「0」を表示 
することがあ0ます。 

>1■油タンク」を取り出してか5、 r 油到ブ」を傾けないように取り出し、たま 
った水やごみを取り出してください。 


-お願い- 

油受けは、水で洗わないでください。必ず巧油で洗ってください。 



_到震呂動消乂装置_ 

け然焼中にストーブをゆすって、自動的に消火するか点検してください< 
>自動的に消火しますと、デジタル表示部に 「 E - 弓」を表示します。 


ズンに1〜2回似上 



♦電源プラグ、コンセントにほこ D やミちれがたまると乂がの原因になること 
がおります。 

電源プラグをコンセントか6振いて、付着したほこりや;'ちれを取り除いて 
<ださい。 



を k 













故障-異常の見分けかたと処置のしかた 

異常のお知らせ（デジタル表示の見かた） ~~ 

安全装置び作動すると、自動消火します。また、デジタル表示部に故障.異萬の原因が表示「エラ—表 
7 K 」 されます。繰り返し表示するとをや運転しないとをは、お買い求めの販売店へご連絡ください。 


デジタル表を 


点な(点滅）の意巧 


IJ ♦過熱防止装置が作動しました C 


Q ♦停電消义後畢源げ入りました。 


I ♦ルームサ ー5 スタげ断線しました。 

< •バーナーび予规不足でず。 

/ ♦パ'-ナーサーミスタび断線しました。 

♦点乂ヒーターが断線しました。_ 

♦消义後ずぐに再点义操作しました。 
r* •点义ま全漠置が作動しました。 

■ (♦戀部 にシリ〕—ン亂棚柿席しました。4ぺ-ジ参照） 

♦地酉により消义しました。 

S ♦本体を傾けたり、強い}居動、衝おびちえ5れ消 

A 义しました。 


S ♦不完全燃焼防止装畳び作動しました。 

(参臟部にシ U]~ ン齡敞州滿しました。4ぺ-ジ参お） 


•室温び 33‘CL ソ上になりました。 


と - 8 ♦プ n アモーターび停止しました。 


参点义巧全装畳び作動しました。 

(參燃獅にシリコ-ン醜咖び付着しました。4ペー:;参お） 


C 广〇广 


参チヤイルド□ック中に運臨スイッチを「入」に 
しました。 

♦タイマー点乂 B き刻が設定されていません。 
4[^換気♦室内び酸素不足でず。 


バー表示点滅 


け了油びなくなり消义しました。 


IHr I 
が r • 


タイマーランプ 

♦タイマー運粒び終了しました。 


♦消し忘れ消义装置にて消义しました。 


_ 処置方法 

♦しばらく待つてから再点火操作をしてください。 

参温風を気巧入口、温風の出口（ルーバ‘一)の掃様を 
してください。 （23 ベージ参照） 

♦スIブの周囲の障害物を取り除いてください。 

♦運転スイツチを一度「切」にしてから毎点义操作を 
してください。 

•電源プラグなど雲源をご確認ください。 

•蛮気系統の故障でず。お買いホめの販売店まで「デ 
ジタル表示」などをご連絡ください。 


り度理が必要でず。お買いボめの販売店または別紙 
のお客様相談窓口一質まで、「デジタル表示」など 
をご連絡くだをい。 


•しばらく待ってか5再点义操作をしてください。 

♦お買いホめの販売店または別紙のお客様相談窓口 
—挺まで、「デジタル表示 J などをご連絡ください。 

♦ストーブび傾いていないか確認してから、再点火操 
作をしてください。 

♦縣焼空気取入口（給気フィルター）、油受けの掃除 
をしてください。（22、23、24ぺージ参照） 

参修理び必要でず。お買いホめの販売店または別紙 
のお客様相談窓口一篇まで、「デジタル表示」など 
をご連絡ください。 

♦スIプの周囲の障害物を取り除いてくだをい。 

♦里源プラグを入れ直してください。 

•更気系統の故障でず。お買いおめの販売店まで「デ 
ジタ J レ表示 J などをご連絡ください。 

♦燃焼空気取入口（給気フィルター)、油賣けの掃除 
をしてください。（22、23、24ぺージ参照） 

♦修理び必要でず。お買いホめの販売店または別紙 
のお客様相談窓口一農まで、「デジタル表示」など 

_をご連絡ください。 

参運輕スイッチを「切 J にして、チャイルド□ックを解 
除してください。 （20 ぺージ参照） 

♦運転スイッチを「切 J にして、タイマー点义時刻を 
設定してください。（17、18ページ参照） 

•窓やドアを開けて巧分に部屋の換気をおこなって 
か5再点义操作をしてください。 

♦打油を給油してか！3再点义操作をしてください。 

争油受けの掃除をしてください。 （24 ベージ参照） 

♦泻点义操作をして < ださい。 


巧点乂操作をしてくださし、。 


を消好 ♦省電力機能が作動しました。 （13 ベージ参照） 


>操作部のいずれかのボタンを押して < ださい。 


点検•手入れ•アフタ I ヴービス 





故障-異常の見分けかたと処置のしかた 


故障かなと思ったとさに 


— I 

M 

圍 ■■■ IIM 

— 

hhHH 
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表中の £ 表示は、「デジタル表示」（エラー表示）を示します。 









部品交換のしかた 


部品交換のとをのを意 


•部品交換や修理をお受けになる場合は、曰本石油燃焼機器保守協妄でおこな弓技術管理講習含修 
了者(石油機器技術管理±)などのいる販売店で修理されることを推契しまず。 

★不完全な修理は危険です。 

★故障したをのは使わないで<ださい。 

•短時間に消耗する部品は特にありませんび、交換部おび必要な場合は、お買い求めになった販売 
店にご相談ください。 

★部品は必ず純正部品(指定された部品)をご使用ください。 

★部品を交操するときは、ストーブを消火し、本体び充分冷えてから、電源プラグをコンセントか 
ら振いておこなって < ださい。 


保管のしかた(長期間使用しない場合) 


♦ストーブを f 呆管ずる場合は、22ぺージ 点検•手入れ の項を参照して' ストーブの手入れをし 
てから保管して < ださい。 

•いたんでいる箇所は必ず修理をしてからイ呆管してください。 


1ス I ■"ーブを消乂し、ストーブが充分冷えてか5、電源プラグをコンセントか 
6巧く。 

2燃焼空気取入□(給気フィルター)、温風空気取入口、温風吹出□(ルーパ’一)、 
電源プラグに付着したほこりやミちれを掃除してください。 

♦燃焼空気取入□(給気 フィ ルター)は布などでふくのはおや故ください。かえって目づまりします。 

3油タンク、油受けざ 5 内の好油、ごみ、水気を取り出ず。 

♦績や巧あさの原因にな0ます。 

4器具の表面をよく拭いて、ミちれを取る。 

♦固くしぼった霜れ雑巾や、薄めた中性洗剤液でミちれを取り、乾いた布で水気をふを取ってくださ 
し、（シンナー、ベンジンなどではふかないでください。） 

5包装箱に入れて保管ずる。 

♦湿気のかない所に保管してください。 

♦傾けたり、横にして保管しないでください。旅けきれなかった打油び漏れることがあります。 
★取扱説明書-保証書ちおず保管してください。 

廃棄するとき 


34ぺージ「抽 タンク 、油 受けさ; 日の}! 焉]の項を参照して、油タンク、油受けざ5内の灯油を抜 
さ取つてから廃棄してください。 


点検•手入れ•アフタ—ヴービス 
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呼び 



料 


大 


最小 

暖房出力 取 A 
最小 

油タンク容量 


燃焼継続時間 
が お 寸_を 
質 量 

電源電圧及び周破数 


LC-L347 


ポット式-強制通気お-強制対流形 


電気点火 


灯油 （J に1号） 


0.326 L/h 


0.077 L/h 


3.36kW 






21.5 時間（最大燃焼時） 


高さ 437mm 幅43己 mm 奧行31日 mm (置台を含む) 


_11 .0kg _ 

100V • 己 0/60HZ 


点火時 320/320W 燃焼時2己 /S2W 
最大9日0/95日 W (点火初期に短時間発生） 
待機時日ぶ/日 .7W 


最大燃焼時 37C1B 最ル燃焼時21 dB 


巧震自動消乂装置、点义安全装置、燃焼制御装置、過熱防止装置、 


停電お全装置、不完全燃焼防止装置、消し忘れ消火装置 
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♦添付しておりまず保詔書は販売店で所定事項を記入してお渡ししまずので、お受けおりください。 

記載内容をご確認のラえ大切に保管してください。 

★保詢期間はお買い上げの曰より1年間でず。 

喔里-を編お远 

• 故障•異常の見分けかたと処置のしかたに日べージ)に從って、お調べください。直らないとをは、 
ご使用を中止し、必ず電源プラグを旅いてか6、お買い上げの販売店にご連絡くださし、。 

ご連絡いたださたい内容は次の通りでず。 

①品名…石油フアンヒータ _( 強制通気形開放式石油スト—ブ） 

③ 型式の呼び… LC-L347 
感お買上げ年月日 

④ 故障め状況(でさるだけ具体的に） 

⑥おなまえ*おところ.電話番号 

♦修理に隙しましては保罰書をご提示ください。イ呆証書の規定にしたびって、販売店び修理させていた 
だをます。 

♦保証期間が過ぎているとさは、修理ずれば使用できる攝合には、ご希望により有料で修理 させていた 
だをます。 

♦修理料金は、技術料、部品代、出張料などで構成されています。 


★石油フアンヒーターの補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後6年です。 
♦補修用性能部品とは、製品の機能を維持するたゆに必要な部品でず。 


•このフアンヒーターは電源周波数卵、抓 Hz とを同一仕様です。 

★電源周波数の異なつた地域への転居でちそのままお使いいただけますび、高地への転居、高地からの 
転居は再調整が必要でずので、別紙の[ち客穂 lii 悪白一厚]までご相談ください。 


アフターサービス 






点検•手入れ•アフターサービス 








お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


/ 

型 式 

LC - L 347 

お買上げ年月日 

年 

月 

N 

曰 

お買上げ店名 


(電話番号） （ 

) 

— 

J 


株式会社 1-31-5 

本 社 名ち屋市瑞穂区桃園町5番] 7号 
干4白 7-08 己巳 TEL く日己2>832-1]44 
FAX <052)822-2742 


ミミミ5 5巧巧を巧トヨト乏は巧湛巧巧の一巧としてこの取の說巧宙は再を巧を读用しています。 


古<ルプ化な£ I の SiR 宝巧巧 







